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LABScreen Single Antigen ExPlexのレポート出力方法

• ExPlexのレポートの出力方法はSingle Antigen
と全く同じです

– ExPlexはSingle Antigenと同じWellで測定するため
1つのcsvファイルとして出力され、一度でまとめて
HLA Fusionにインポートができます

– レポートも１つのファイルとして出力されます
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レポートの作成方法
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レポートに出力する項目を選択



レポート表示例-1
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レポート名

施設情報

患者、ドナー情報

カタログID、LABScan情報



レポート表示例-2
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DSA情報はドナー情報を入力したときのみ表示



レポート表示例-3
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ソートする項目の変更可能

ビーズID順

nMFIの値順



レポート表示例-4
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Sort Antigen Using HLA Orderのチェックを外した
場合はnMFIの値順に並ぶ

Sort Antigen Using HLA Orderにチェックを入れた
場合はローカス順に並ぶ



LABScanとLABScan3Dの違い

• 一度の測定で識別できるビーズの数が異なり
ます

– LABScanは100種類ですが、LABScan3Dは500種
類を識別可能です
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Class1 Class2

Single Antigen 99 97

ExPlex 56 26

合計 153 123

ExPlexはSingle Antigenと同時測定
→一度の測定でクラス1は153種類、
クラス2は123種類のビーズの識別が必要

→ExPlexはLABScan3D専用となります
LABScanは100種類までしか識別できない
ため使用できません

【試薬に含まれるビーズ数】

LABScan LABScan 3D



LABScanとLABScan3Dの違い

• LABScan3Dは機器内の流路が2本あるので、
LABScanと比較して測定時間が約半分になり
ます

• LABScan3Dはプローブの高さが自動で調節さ
れます

• 2種類の機器間の測定結果に違いはありま
せん

– 同程度のnMFI値が出力されますので、機械が変
更になっても問題ありません
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LABScreenの再検査基準

• 下記のいずれかに該当する場合に再検査が
必要です
– MinBead Cnt : 50未満

– NC : 1500以上

– PC : 500未満

– PC/NC Ratio : 2未満

10



ビーズカウントが低くならないために気を付けること

• ビーズ試薬を採取する際に攪拌が少ない場合、試薬
の上澄みのみを採取してしまう可能性があります

– 試薬の攪拌時はボルテックスの後に必ずピペッティングも
行い、しっかりと混ぜてください

• 遠心条件が誤っていると、ビーズが沈殿していない状
態でフリッキングすることになりますのでビーズが紛
失する可能性があります

• タッピングが強すぎるとビーズが落ちることがあります

• フリッキングの動画も公開しておりますのでご覧くださ
い

• https://www.youtube.com/watch?v=eQrg6z00ERg
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https://www.youtube.com/watch?v=eQrg6z00ERg


脱感作療法が抗体検査に与える影響と対処法

• 抗体検査の結果に与える影響
– NCビーズや抗原ビーズ全体へ影響を与え、全体的に蛍光
値が高くなり偽陽性となります

• 対処方法
– リツキシマブ

• Bリンパ球で吸収する方法があります
• ASHIのガイドラインをご覧ください

– https://www.veritastk.co.jp/event/pdf/Rituximab%20ASHI%20Manual.pdf

– IVIg
• 一般的には投与後30日間は影響があると言われており、影響を除
去する方法はありません

– サイモグロブリン
• Dynabeadsで取り除くことができます
• 詳細は下記の資料をご覧ください

– https://www.veritastk.co.jp/event/pdf/997167098fee7c89e6d9b3d28d682
fdd.pdf
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Dynabeadsで除去ができるのは
サイモグロブリンでした。
講演中の発言は誤りでした。
申し訳ございませんでした。

https://www.veritastk.co.jp/event/pdf/Rituximab%20ASHI%20Manual.pdf
https://www.veritastk.co.jp/event/pdf/997167098fee7c89e6d9b3d28d682fdd.pdf


CREGで線で結ばれていないが同一グループになっている抗
原は、どのように考えればよいのか。

• 線で結ばれていない抗原も反応する可能性
があります

• 血清学の時代に白血球と血清の反応が強く
見られたもののみが記載されておりますので、
CREGですべての反応を説明することはできま
せん

• 講演資料のCREGとEpitopeの比較のスライド
も併せてご覧ください
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CREGの免疫原性が弱いのは何故か

• 申し訳ございませんが、もう少し詳しく質問の
意図をお伺いしたく、改めてメールでご連絡を
お願い致します。

• 何度もお手数をおかけすることとなり、誠に申
し訳ございません。

14


	抗体検査のいろは
	LABScreen Single Antigen ExPlexのレポート出力方法
	レポートの作成方法
	レポート表示例-1
	レポート表示例-2
	レポート表示例-3
	レポート表示例-4
	LABScanとLABScan3Dの違い
	LABScanとLABScan3Dの違い
	LABScreenの再検査基準
	ビーズカウントが低くならないために気を付けること
	脱感作療法が抗体検査に与える影響と対処法
	CREGで線で結ばれていないが同一グループになっている抗原は、どのように考えればよいのか。
	CREGの免疫原性が弱いのは何故か

